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研究 I では、宮城県立こども病院にて分娩を行った 178 名を対象として、実母のサポートと性格
傾向およびコーピングスタイルが産後のうつ症状に与える影響について検討した。その結果、産後 5
? ?? ?
日目には 25.2%、産後 1 ヶ月には 8.9%がうつ症状を呈した。 77.1%が実母からの心理的なサポート
があると回答し、 61.0%が実母からの実質的サポートがあると回答した。また、実母の実質的サポ









研究E では、東北大学病院にて分娩を行い、妊娠中より心理的支援を受けている 75 名を対象とし
て、妊娠中に、実母のサポート状況に加え、実母による養育体験について聴取し、産後 1 ヶ月にお






























研究 I では、宮城県立こども病院にて分娩を行った 178 名を対象として、実母のサポートと性格傾向およ
びコーピングスタイルが産後のうつ症状に与える影響について検討した。その結果、産後 5 日目には 25.2%、
産後 1 ヶ月には 8.9%がうつ症状を呈した。 77.1%が実母からの心理的なサポートがあると回答し、 61.0%が実
母からの実質的サポートがあると回答した。また、実母の実質的サポートはあるが、心理的なサポートはない










響を検討した。その結果、研究 I 同様、約 7 割のものが実母による実質的サポート、心理的サポートの各々が







による養育体験が、高いケアと子供の自立性を尊重する「最適な養育J である場合には、産後 1 ヶ月のうつ症
状の出現が少なくなり、低いケアと高い過干渉を特徴とする「愛情欠損型統制j である場合には、産後のうつ
症状の出現が増加する可能性が示唆され、単に実母による実質的サポートの有無だけでなく、実母からの被養
育体験の質がうつ症状に関連するといえ、日本における実母のソーシャルサポートが産後うつ病に与える影響
が明らかになった。よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
